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Ⅴ．特記事項 

 

1．デザインによる地域貢献 

・本学は、平成 23(2011)年頃から本学のデザイン力による地域貢献に、積極的に取り組ん

できた。この活動を教育カリキュラムの一環としてとらえ、教員と共に学生も学修の一

環として地域貢献活動に参加している。 

・現在までの主な活動としては、つくば市都市交通センターからの要請で、平成 23(2011)

年に実施した、市内の立体駐車場のサイン計画の企画および実施がある。つくば市都市

交通センターとの協力関係はその後も続き、現在に至っている。具体的な活動としては、

つくば市都市交通センターの管理エリアを利用し、学生がデザインしたタペストリーの

展示等による、魅力的な空間創りなどがある。 

・つくば市の研究学園都市構想 50 周年記念に合わせ、本学から提案し、その後つくば市

が主体となって毎年実施している「つくばショートムービーコンペティション」がある。

本学からは教員が実行委員として参加する。すでに 10年に渡ってこの企画は実施され、

つくば市の年中行事の一つとなっている。 

 

２．ロシアのウクライナ侵攻に伴う、学生の受け入れとその支援 

・ウクライナからの避難民を対象に、多くの大学においても、さまざまな支援策が実施さ

れている。本学では、将来に渡って日本とウクライナやその周辺国との懸け橋になれる

人材を受け入れ、4 年間の大学教育および生活を保障することを約束し、ウクライナの

若者に門戸を開いた。10 名近いウクライナの若者から応募があり、厳正な審査の結果、

2 名の候補者を決定した。実際に入学に至った若者は 1 名であったが、令和 4(2022)年

10 月から 6 か月間は本学の科目等履修生として過ごし、令和 5(2023)年 4 月に新入生と

して本学に入学を果たした。本学の正規の学生としての期間はまだ短いが、一定の英語

力および日本語力を持っていることも幸いし、ILA コースの学生や ILA コース以外の学

生とも日常的に積極的な交流をおこなっており、4 年後には日本とウクライナやその周

辺国との懸け橋として活躍できると確信できる人物である。 

 

3．茨城県および茨城県教育庁の ICT 施策への協力 

・本学では、以前より茨城県教育庁の要請に対応して、情報オリンピック日本委員会が各

地域で開催している高校生向けの地域密着型の学習支援講習会（レギオ）を茨城大学関

係者と交代で隔年で実施してきた。 

・今年度に入って、茨城県より県内企業や県内居住者に対する ICT 分野の「リスキリング」

プロジェクトへの参加および茨城県教育庁より、高等学校情報科の新指導要領への対応

のため、大学関係者（教員及び学生等）を高校教員の補助として派遣するプロジェクト

への協力を求められており、検討をおこなっている。 


